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はじめに

職業構成
農民層の分解

土地所有の構成（以上第３６巻第１号）

資本 ・賃労働関係（本号）

銀行 ・商業資本家（以下続号）

政治的諸階級

階級構成の総括

４　資本 ・賃労働関係

　１８８０年代の資本 ・賃労働関係を正確にとらえることは，資料の関係からきわ

めて困難である。しかし，各府県ｒ統計書』 ・ｒ帝国統計年鑑』 ・ｒ農商務統計

表』などによっ て， 不正確ではあるが，ある程度までは確かめることができる ・

そこで，これらの資料を手がかりにしたがら，当時の資本 ・賃労働関係を推定

してみよう 。

　１）会社の動向

　ここでの主たる検討対象は，資料の関係から工場の資本 ・賃労働に限らざる

をえない。この工業会杜とその資本金額が，８０年代の全企業杜数および総資本

金額のなかでどのようた比重を占めていたかをあらかじめ示しておこう 。表１９

は， 会杜数および資本金額の変化を整理したものである 。

　この表からもわかるように，１８８７年以降になると農業会杜もふくめてあらゆ

る産業部門で，会杜数とりわげ資本金額が著しく増加している。しかも，一会

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２３）
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表１９会杜 ・資本金額の動向

農業会杜
年次

工業会杜 商業会杜 水陸運輸 合　　　計 銀行業
杜数
１資本額

杜数
１資本額

杜数
１資本額

杜数 資本額 杜数
１資本額

行数
１資本額

１８８４ ６１ １， ２３５ ３７９ ５， ０４８ ６５４ ８， ９８８ ２０４ ６， ８９２ １， ２８９ ２２，１６２ １， ０９７ ８７，１００

１８８５ ７８ １， ４５０ ４９６ ７， ７７１ ６２５ １５，８５４ ８０ ２５，５８５ １， ２７８ ５０，６６０ １， １０３ ８６，６１３

１８８６ ８５ １， ０５３ １， ０９７ １４，７２５ ３１５ ９， ９３５ １５３ ２４，７７３ １， ６５５ ５９，４８７ １， １０６ ８５，７６６

１８８７ １４４ ２， ９２４ １， ３６１ ２０，１１１ ３７４ １９，２３９ １５９ ２５，６８２ ２， ０３８ ６７，８５５ １， １００ ９４，３５２

１８８８ ２０４ ５， ９６２ １， ６９４ ３９，０３２ ５４５ ２１ ，４０９ １５０ ５１ ，２６６ ２， ５９３ １１７，６７０ １， ０６１ ９２，５９３

１８８９ ４３０ ８， １１９ ２， ２５９ ７０，１９９ １， ０７９ ３５，４３８ ２９９ ６９，８５９ ４， ０６７ １８３，６１５ １， ０４９ ９４，０７２

註：１）安藤良雄編［近代日本経済史要覧』より。原典は『帝国統計年鑑』。

　２）銀行業は，日銀 ・正金 ・国立銀行 ・私立銀行 ・銀行類似会社の統計。

杜当りの資本金がかなり大きくな っている。このことは，松方デフレの終息に

よる景気回復と企業の勃興を示すものということができる。この企業勃興の過

程はここでの分析課題ではないので，これ以上は触れないことにする 。

　ここでの対象時期である１８８４年から８６年にかけての状況を見れぱ，農業 ・商

業の領域で資本金額は著しく減少していることが知られる。農業会杜の場合に

は会杜数はやや増えているが，資本金額が減少しているために一杜平均の資本

金は８４年の２万円が８６年には１万２千円とな っている。商業会杜の場合を見る
と・ 会杜数は８６年は８４年の半数以下に激減し，資本金総額は８４年に比して増え

ているものの，８５年と比べると著しく減少している。ただ，商業会杜において

は一杜当りの資本金は８４年の１万円が８６年には２万９千円にふえているから
，

倒産したのはその殆んどが零細企業であ ったということができる。海陸運輸会

杜も，８４年に比べると８６年には会杜数は著しく減少している。しかし，ここで

は資本金額は約４倍に増え，一杜平均の資本金はほぼ１５万７千円というように
，

８４年の３万４千円とは比べものにたらたいほどの巨額なものとな っている。こ

のことは・日本鉄道（１８８１年創立），東京馬車鉄道（８０年），内国通運（７２年），日

本郵船（８５年）という巨大企業の存在によるものといってよい 。

　いずれにしても・松方デフレの進行過程で一方では各産業部門の零細企業の

没落が進み・他方では大企業が興隆するという事態が発生していたことは明ら

かである・このたかで見落としてならないのは，銀行業のなかに加えておいた

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２４）
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銀行類似会杜の動向である。それは，杜数では８４年３１２，８５年４００，８６年１０５と

たっ ており ，資本金総額はそれぞれ５３５万円，１１０４万円余，３８４万６千円とい

うように変化している。８５年の杜数および資本金額の著しい増加は，松方デフ

レの進行という事態に対応するものであり ，農民層の貧窮化に吸着する金融業

者の続生と見ることができる。しかも，それらの殆んどは一杜平均の資本金が

わずかに２万７千円余という零細資本であり ，まさに高利貸資本という内容を

もつものであ った。そして，かれら自身がデフレの進行とともに淘汰され・解

体するという事態にたたされることにもな った。８６年の杜数が８５年に比べて約

４分の一に激減し，逆に一杜平均の資本金が８５年の２万７千円ら８６年には３万

７千円とな ったことがそのことを示している 。

　では，工業会杜は諾産業部門のなかでとのような比重を占め，またとのよう

に変化したのであろうか。次にこのことをやや立ち入って分析しよう ・

　２）工業の概況

　まずはじめに，工業におげる資本 ・賃労働関係の概況を検討することにしよ

う。

表１９の示すところによれぱ，工業都門は他の産業部門とは異な って・デフレ

の進行過程においても杜数 ・資本金額ともに著しい増加傾向をたどっ ているよ

うにみえる。すたわち，１８８６年には工場数は１，０９７を数え，８４年の３７９
，８５年

の４９６をはるかに上まわ っている。また，資本金額においても８６年の１
，４７２万

円余は８４年度の２．９倍，８５年度の１．９倍とた っている。では，工業は，この数値

が示すような順調た発展をとげたのであろうか。このことを探ろうとしたのが ・

表２０である
。

　表２０は，『帝国統計年鑑』と『農商務統計表』がそれぞれに記載している工

場一覧を整理したものである。『帝国統計年鑑』の第４回は・１８８２年度の「府

県中公立 ・共立 ・私立二拘ラスエ場ノ名アノレモノ」の総てを細かく業種別で府

県別に集計している。また，第７回のものは，８６年度の「二人以上資本ヲ合 シ

タルモノハ勿論，一個人トイエドモ会杜等ノ集合名義ヲ用イタ」ものを収録し

　　　　　　　　　　　　　　　　（２２５）
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表２０業種別工場 ・労働者数

帝国統計年鑑 農商務統計表

　　　　　　１８８２　　　１８８６　　　１８８４
業　　種
　　　　工場１労働者工場１労働者工場１労働者１工場

１８８６　　資本金別杜数（万円）

１労働者１一・・一１・１一・一・１、

。

繊製糸１・０６８３７・６７７４９４５０．２４９３１２１０．８３４４１１２６，７６３
維紡績　２７１ ，４５４
工

業織物　１９０６
・４７０

　　４、　言十　　　１．２８５　　４５，６０１

一　　　　　　一　　　１５　　　１．６８１　　２２　　　２．９７

８６　５．８４９２３　１．８４４６　５．４０４

５８０５６．１９８３５０１４．３５９４９７３５，１１４

機器１２８３．３８１７７５．４５６１７１．２７３５２２．９９２１
化学４５９７．４５９１４０２０．２２０３９２．３７２１４３１３，９１６
食品２４２２９６５１．０４４１８９７８４１３，２２５
雑工業　 １１４１．９３６１５７４３．９０６２１１．１６０１１１６．６１３１

鉱業２３２．４４４６６３４．５９８２６６８０３８，３２８

　　７　２６

１０　　２　　１

　　４　　７

１０　１３　３４

２

７

４

１０

５

１

他共計１・…１・・・・・・・・…ｌ１・・…１・・川…１…１・叫１・… 　！１…１・１

幕麦竈二 １１１１１１二 １；ｌｌｌ１二 １１：ｌｌ１二 １；：１簑

総計１－１・・１・・一１・・・… ・１

・・１１ｌ

１２，６０９

註ユ）「帝国統計年鑑』第４ ，５ ，７回およぴ［農商務統計表」第ユ 、３次より作成。但し，「農商務統計表」

　　 の８４年度は原表が年間の延ぺ人員であるため，年間の操業日数で割った数値である 。
　２）資本金は８５年度のもの，ｒ農商務統計表」第２次による 。

てい乱　これに対して・『農商務統計表』は原則として１０人以上の労働者を使

用する工場を対象とし，その第１次では８４年度の，第３次では８６年度の個別の

工場名 ・役員 ・労働者数 ・原動機の使用と未使用を記載している。ただ，残念

ながら，ここでは８４年度の場合には最大の製糸業地帯である長野県と山梨県
，

京都府の織物業が脱落している。そのために，ｒ帝国統計年鑑』と『農商務統

計表』の数値に著しい違いがあり ，両者を直接には比較できないという欠陥が

ある 。

　『帝国統計年鑑』の８２年と８６年とでは，いまいったようにｒ工場ノ名アルモ

ノ」と「会杜等ノ名義」を使っているものというように，収録の範囲が異な っ

ている。そのために，この資料も単純には対照させることは出来ないが，８６年

の工場数が８２年に比べて殆んと半減していることは，収録の範囲の違いだげで

はあるまい。そこには，デフレの進行とともに零細企業の没落過程が進んでい

　　　　　　　　　　　　　　　　（２２６）
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たはずである。全国でのその具体的な進行状況を解明することは資料の関係上

困難であるが，農民層の貧窮分解の急速た進行を考えただけでも，このことは

容易に推測することができる 。いま，その具体的な事例として長野県下伊那郡

松尾村の製糸業の動向を示してみよう 。表２１がそれである 。

　　　　　　　　　　　表２１松尾村製糸業の動向（年次は明治，単位は人）

工場主名／年　　１３ １４ １５ １６ １７　　１８

松村留蔵
３０ ５０ ５０ 廃業 一 ｉ

窪田菊蔵
３２ ５０ ５０ ？ １３０ １３０

松枝喜代蔵
２６ １０ １０ ？ ３０ ２０

小木曽仁平
２３ ２６ ２８ ？ ４！ ３８

小島芳太郎
１８ ２１ ２１ 廃業 一 ‘

田中半左衛門 １７ 廃業 ｉ 一 ’ 一

牧内駒太郎
１５ １８ １７ 廃業 一 一

木下清三郎
１２ 廃業 ■ 一 ‘ ’

金井九蔵
１０ 廃業 ｉ 一‘ ’ 一

牧内宗五郎 ７ 廃業 一 一 一 ’

木下真五郎 ６ ６ 廃業 一 ｉ 一

原　　小重 ５ ５ 廃業 ｉ 一 ’

長江平助 ｉ 一
６ ６ 廃業 ｉ

　　　　　註 ：松尾村所蔵文書より作成 。

　この松尾村では，８０年に１２戸あ った製糸業老が松方デフレの開始とともに８１

年には４戸が廃業においこまれ，８２年にはさらに２戸，８３年には村内最大の松

村家をはじめとして３戸が，さらに８４年にも１戸が廃業を余儀なくされている 。

こうして，８５年には僅かに３戸が営業をつづけているのみという状況が現れて

いる 。ぺ）っとも，窪田家と小木曽家の場合にはその経営規模を拡大させている ・

だからデフレの過程は大部分の経営者の没落をもたらす一方で，経営規模を拡

大するものを生みだしていたということができる。しかし，その経営規模を拡

大しえたものは少数に ．しかすぎたか った。このことは，さきに見た農民層の分

解現象と符合しているということができる。松尾村の示すこの事態は，全国の

製糸業ばかりでたく他の工業諾部門にも共通する現象であ ったとみることがで

きる 。例えば，岐阜県下の製糸業をとっ て見ると ，８４年に３２２であ ったのが８６

年には１１１とな っている。しかもこの１１１工場のうちの４８工場は８４年のｒ農商

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２７）
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務統計表』には記載されていない。もし，この記載内容に間違いがないとすれ
ば， 岐阜県下の８４年の製糸業者３２２のうちの１６３杜が没落したことを意味する

（ｒ農商務統計表』第１ ，３次，参照）。

　このように見てくると，『帝国統計年鑑』の示す数値はあながち記載様式の

違いだげにもとづくものとはいいがたいことになる。と同時に，８６年の数値は

既存の企業が連続していたものではなく ，そこには多くの没落ばかりか，規模

の拡大や新興工場がふくまれていたと考えたげれぱならない。そのように考え

ないと・工場数では減少しながら，労働者数では著しく増加していることが理

解できなくなる。ただ，間題と思われるのは，ｒ帝国統計年鑑』によると，一
杜平均の労働者数が８２年には３０人であるのに対して，８６年には１４８人とな って

いる点である 。８２年の平均数は，１０人以上を収録した『農商務統計表』での８４

年の一杜平均数が４７名とな っていることから見ても必ずしもうたずげないこと

はない・げれども・８６年については，ｒ農商務統計表』の場合には一杜平均１０８

名とな っているから，ｒ帝国統計年鑑』の数値は多すぎるように思われる
。

　３）技術と操業日数

　当時の資本 ・賃労働関係を検討するためは，工業の技術がどの程度のもので

あり ，またその操業日数がどうであ ったかを明らかにしておく必要がある 。と

いうのは，さきに示した諸表によると工場数と労働者数は著しく増えており
，

この数値だけをとりだすと，直ちに当時の工業が近代的な性格をもつものと誤

解される危険性があるからである。とくに，８６年になると，鉱業，造船，機器 ，

紡績，窯業，製紙の諸部門で，後で示すように巨大工場が著しく増加するし
，

また製糸業をはじめとする繊維産業の発展が顕著とたる。このような工業の発

展は，たしかに資本 ・賃労働関係の展開を意味するものではあるが，その質の

検討を抜きにしては正しい理解とはいえない。いいかえると，当時の目本工業

がどのような発展段階にあ ったかを明らかにしておかないと，この時代の資本

・賃労働関係の実態を解明したことにはならない
。

　そこで８６年の各業種の大工場の技術の発展段階を一覧表にしてみよう
。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２２８）
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表２２大鉱山 ・工場一覧　　　（役員 ・労働者数の単位
：人）

鉱山名１所在１役員１労働者ｉ馬力ｉ会杜名１所在１業種１役員１労働者１馬力１操業１

荒川鉱山　秋田　２４３　１５．９２５　　 ６　大阪紡績　大阪　紡績　 １４　１ ．０８５　５００　３００

阿仁鉱山　秋田　１２３　３ ．７１８　１０６　長崎造船　長崎　造船　 ４５　　 ６０７　１６５　１６９

院内銀山秋田
　４３ 　２．９８６ 　１０２郵船製鉄神奈川製鉄　 １１ 　　 ５４２ 　２９

鉱業会杜　東京　　１０　１ ，５００　一　機械制作　東京　機械　 ４８　　 ３６０　３３

半田銀山　福島　　３５　１ ．０３８　２６３　湖東杜　滋賀　煉瓦　　？　　
１， ０５０

　一
笹ケ谷鉱山島根　 ２１ 　８９０ 　一新燧杜東京 マッ チ　２　　

４５２ 　３８

三井鉱山　岐阜　　２８　　 ８５１　一　鳴行杜　兵庫 マッ チ　
１０　　 ８００

　一
藤田組秋田　６４

　８２３ 　８５明治杜兵庫 マッチ８ 　８００一

鉱業会杜秋田 　５６ 　６０９ 　８ 　清燧杜兵庫 マッ チ１３ 　　
５６６

　一
小真木鉱山　秋田　　 ６１　　 ７４８　２９　東行杜　長野　製糸　 ２２　１ ．３６６　１８

豊石鉱山　島根　　１３ 　　５５８　一　生産杜長崎製糸　　４ 　１
，１００

　一

白岩鉱山秋田
　１５ 　４６８　一俊明杜長野製糸　

１８ 　１ ．０７４ 　４９

弘成館禰島　 ２１ 　３６１ 　４鉱益杜長野製糸１４ 　８８８
　４１

新手炭坑福岡　 １５ 　３１８ 　８５開明杜長野製糸　
４８ 　　

８４８

　一
斯波炭坑福岡　 １４ 　２７５ 　９８赤松杜長野製糸　 ７　　

５９４ 　２２

本洞炭坑福岡　 １４ 　２６５ 　１０精成杜長野製糸　 ３　　
５４５

　一
小迫炭坑福岡　 ユ２ 　２５９ 　２６愛知物産愛知織物　

１４ 　　
３６３ 　３２

踏抜炭坑福岡　 １３ 　２４７　一　真盛杜大阪織物　 ２　　
３８３

　一

　註 ：『農商務統計表ｊ第３次より作成 。

　各業種の大規模工場の技術段階を見れば，表２２から知られるように，大阪紡

績， 長崎造船，福島銀山，阿仁鉱山，院内銀山，半田銀山，藤田組，新手炭坑

と斯波炭坑以外の諸工場は，殆んどが蒸気機関は勿論のこと水車すら使用せず ・

全くの手労働に頼っていたことがわかる。製糸業では・動力を使用していたと

はいえ，それは殆んど水車であ った。荒川鉱山でも動力を用いていたとはいえ ・

その馬力数を労働者数と比較すれぱ殆んどＯに等しいといって差し支えないほ

どのものである。このように見てくると，当時の工鉱業の技術水準は取るに足

りないはどのものであり ，手労働を根幹とするマニュフアクチ ュア段階，それ

も極めて低次の技術に基づくものでしかなかったといわざるをえない・だから

こそ，逆に多労働の投下を必要としたともいえるのである・いいかえると ・こ

の段階の工業の生産性は極めて低かったのである。８６年の時点でもこうした状

況であ ったのであるから，８４年の時点ではより低い技術段階にあ ったことは ，

十分に推測できることである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２９）
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　さらに，年問の操業目数をみれぱ，当時の代表的産業である製糸業を取って

みると，次のようにた っている 。

　　　　　　　　　　　　表２３製糸業の操業状態（１８８４年）

　註左は蒸気水車使用，中は未使用の工場数，右は労働者数の計。「農商務統計表」第ユ次より作成
。

　この表からも知られるように，３００人以上の大製糸工場ですら１５０目未満の操

業しか行っておらず，規模が小さくなるにつれて操業目数が少たくた っている

ことが分かる。とくに５０人未満の工場においてはますます著しくなり ，その結
果・ 全工場の８２労＝２５６が１５０目未満の操業しか行っていないという状況を示す

にいた っている。このような操業状態は，水車利用という自然条件に依存する

技術上の制約もあ ったにちがいたい。しかし，それ以上に，内外の市場的条件

からの制約とりわげ自己資金の不足ということが決定的なものであ ったと考え

ざるをえない 。

日数
１－１

，…人
１一…人１一…人 １－１・・人 １一・・人 １一・・人 １一・・人１合計

～２００ １－０－１ ，６５０

一
１－０－４０ ２－２－７０７ ２－０－　１４４ ３－１－　１６０ ２－０－　４７ ２４－３，１０８

～１５０
一 一 一 一

４－２－　３４４ ３－４－　２７２ １８－１１－　５４２ ４２－１ ，１５８

～１００
ｉ 一

１－０－３４６ ０－１－１３１ ４－２－　３９１ ９－ｇ－　６６９ ３８－２８－１ ，１５５ ９２－２，６９２

～５０
一 一 一 一

５－０－　３４２ ６－５－　３８５ ９８－５０－３１４９ １６４－３８７６

総計１ １一・一１・…１

ｉ
・一・一…１ ・一・一…１

１・一・一１

，・・１ｌ

・１－１・一１
，…１

１・・一・・一・
，…１

３１２－１０，８３４

　４）資本 ・賃労働関係

　１８８０年代の工業の技術水準と操業目数は，いまみてきたように，きわめて低

位な段階にあ った。このことを念頭におきながら，当時の資本 ・賃労働の状況

について検討してみよう 。

　ところで・この時期の資本 ・賃労働関係を分析しようとすれば，さきにい っ

たような限界をもっているが，『農商務統計表』を利用せざるをえたい。とい
うのは，この第１次と第３次には個別工場名 ・業種 ・役員数 ・労働者数 ・馬力

の使用と未使用を仔細に記載しているからである。ただ，第１次の労働者数は

年間の延べ人員であるため，操業目数で換算せざるをえないため，正確た実人

員をとらえることは困難であるという欠陥はさけえたい。このような操作を加

　　　　　　　　　　　　　　　　（２３０）



　　　　　　　　　　　　　 ユ８８０年代の階級構成（２〕（後藤）　　　　　　　　　　　　　６５

えながら整理したのが，表２４である 。

　これによると ，８４年度の１０人以上の労働者を雇用する工場数は４４１，その役

員数は１，２７６人，労働者数は２０，９６６人とな っている 。８６年度には工場数が９２５ ，

役員数が４，０２８人，労働考数が１００，１８８というように１工場数で２
・１倍・役員

数で３．２倍，労働老数で４．８倍というように急増していることカミ知られる。もっ

とも，８４年では脱落していた長野県と山梨県の製糸業および京都府の織物業が

８６年度には入っているので，そのそれぞれの数値が多くな っているともいえる

かも知れない。しかし，製糸業での増加は，工場で１００，役員数で９００人，労

働者数で１６，ＯＯＯ人という鷹大な数であり ，また織物業でもそれぞれ４，２７３人 ，

３， ５６９人の増加ということから考えると，資料の欠陥だけに帰することはでき

ない。それどころか，８６年には新興の工業部門が数多く台頭しているのである 。

　ところで，工場の規模別構成を行う場合，資本金額か労働老数の何れかを基

準にしなけれぱならない。１９００年代以降になると，工場の資本金額と労働者数

とはかなり相関関係をもっ てくる。しかし，１８８０年代においてはこの両者は一

致してはいなか った。８６年度の主要企業の資本金額と労働者数との状況を示す

と， 表２５のようにな っている 。

　　　　　　　　　　表２５資本金額別工場 ・労働者数（ユ８８６年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資本金単位千円，労働者人）

杜名１資本１労剛 杜名１
資本１ 労働１杜名１資本１

，

杜名１ 資本１ 労剛

１， ０７８

■

長崎紡績
９１１
１

大阪紡績 ６００ ５７ 宮城紡績
５０

・・１

吉蒼釧 ４０１

労働１　８２３ｉ

一

広島紡績 ２０１ 野沢紡績 ５６
１０２１５１１ 名古屋紡績 ８８ １１０ ３３８ ３７１８

愛知紡績 ８８ 豊井紡績
Ｆ　ｐ
；〕；〕 長崎造船所 ！０７ ６０６ 半田銀山 ２５７

桑原紡績 ７７ 堂島紡績 ５１ １５４， 石川島造船 １００ １９１ 院内鉱山 ２００

　　　，，　２４７１

　　Ｉ－１　　　　　

；　　　　；

１東京機器

２１鶉

　ｉ

三重紡績 ７５ １１７
一一玉島紡績

１下村紡績

１５０
１００ ３６０ 福島銀山 １８０

　…１３８

ｉ・・ ，；大阪製銅
ｉ

岡山紡績 ６５
２５０ １２ 荒川鉱山 ５２

，

　註 ：『農商務統計表』第２ ，３次より作或 。

　この表から知られるように，８６年段階では資本金額と労働者数は一致しては

いない。だから，資本金額での区分はこの当時としてあまり意味がないとい っ

て差し支えなく ，むしろ労働者数を基準とした方が現実に対応しているように

思われる。労働者数を基準にする場合，表２４からも判断できるように
，１００人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３ユ）
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以上の労働者を雇用する工場は大規模工場としてとらえることが適切であろう
。

そして５０人以上を中規模，それ以下を小揚模工場として区分し，それぞれの規

模でどのような資本 ・賃労働関係が存在したかを検討することにしよう 。本来

たら，これらの工場の役員＝資本家の出自や労働条件も考慮に入れたげればた

らないが，ここではその点までは追究しないことにする 。

　Ａ）１８８４年の状況　１８８４年の１００人以上の大揚模工場数は２９である。その役

員数は２７３人であり ，労働者数は８，７０７人に及んでいる。しかし，ここでの工

場の大部分は繊維関係や窯業，マッ チ， 食品，雑工業であり ，ひとまず近代的

工場といいうるものは造船業の１と紡績工場の６だげとい ってよい 。

　この造船所は長崎造船所であるが，これは官営のものを８４年６月に三菱が貸

し下げをうげたものであり ，従って８４年度の操業は１７０目とな っている。げれ

ども，官営の期間を加えると，恐らくは年問を通して操業されたものと考えて

よい。それはともかくとして，蒸気機関３＝４３馬力を備え，職工７００名のすべ

てが男子であるというように，他の同観模の工場とは設備および労働力のあり

方がことなっている。資本金は１０万円にしか過ぎたいが，官営時代の投下資本

は１１３万余円に及んでおり ，運転資本も１０万円以上とな っている。また，紡績

６杜は，大阪紡績，玉島紡績，岡山細績，下村紡績，長崎紡績
，’

開益杜であり ，

このうち５杜はほ陵年問を通じて操業し，開益杜の水車５０の利用以外は総て蒸

気機関を用いている。ただ，長崎紡績だげは８４年には僅か４５目しか操業してい

ない。これは，同杜の開業が８４年１２月であ ったことによる。だから，操業４５目

のなかには開業準備過程がふくまれていることにたる。それゆえ，個々の工場

の在り方にはやや違いがあるとしても，この７工場はひとまず近代的工場と見

なすことができる。そうだとすれぱ，これらの役員数６４人と労働者１，９９３人は ，

蒸気機関という近代的生産技術と年問操業という資本関係によって結ぱれた存

在だということができるであろう
。

　ところが，他の２３工場の場合には，製糸業が８工場あるが，そのうち４工場

だげが水車を使用するだげで，他は全くの手労働によるものもある。その製糸

工場の４のうち２００目以上の操業工場は，岐阜県の開祥杜（労働者１９６人）の２４０

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３４）
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目の１杜だけである。他の３杜はすべて１５０目以下でしかない・製糸業の最大

の工場である長野県の東行杜（１，６５０人）と俊明杜（４００人）はともに２１０目の操

業を行っているとはいえ，ここでは水車さえ利用してはいない。また
，窯業で

２工場が存在するが，それらは操業日数こそ年問を通じてではあるが，全くの

手労働を基礎としている 。プツ チエ場２も年問を通じての操業を行
っていると

はいえ，完全な手労働である。これらの工場は，固定資本や流動資本の点から

みて，前記の造船 ・紡績とは比較にならたいものであるが
，製糸の役員９４人 ・

労働者数３，２３４人，窯業の役員６人 ・労働考数６８７人，プッ
チの役員１７人 ・労

働者数６６５人という数値，さらに織物の役員７５名 ・労働者数１
・２３３人とともに

無視することはできないものであろう 。これらは・まさにマニュファクチ ュァ

資本であり ，その意味では初期的な資本 ・賃労働関係として規定すべきもので

あろう 。

　このように考えると ，１８８４年には，資本 ・賃労働関係としては著しい限界は

あるとしても，１００名以上の労働老を雇用する大企業２９工場には
１役員２７３名と

労働者８，７０７名が存在し
，このうちの何らかの移で国家と結ぴついていた造船

．紡績の役員６４人を除けぱ，２０９人の役員は一応は下からの自生的資本の担い

手として存在していたということができるであろう 。もっともこの２０９人の中

には
，有力な地主や商業資本家あるいは銀行資本家が存在していたと思われる

が， 個別的に確かめる資料がない 。

　Ｂ）１８８６年の状況　１８８６年になると ，８４年とはす っかりとい っていいほど ・

大規模工場の状態は変化している 。工場数は１７６，役員数は２
，１６７人，労働者数

は７４，８３４人というように，どれを取ってみても８４年とは比較にならないはど急

増していることがわかる。もっとも，しぱしぱ述べたように
・この数値は８４年

の資料上の欠陥からも生じていることは否定できない。しかし，８６年度の場合

の特徴は各工業部門で大工場が台頭し，とりわけ鉱坑業都門の著しい増加がみ

　られるということである 。

　　、）巨大規模工場　８４年と比べた場合の大きな違いは，１，ＯＯＯ人以上の労働

老を雇用する巨大工場が１２を数え，しかもその半数以上が鉱山と紡績業である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３５）
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　ということである・その具体的な杜名は表２５で示しおいたが，それからもすく

　分かるように，この巨大鉱山は官営鉱山が払い下げられたものにほかならない
。

払い下げをうげたのは，いうまでもたく政商である 。労働者１５，９２５人という最

大の観模をもつ荒川銅山は盛岡の豪商瀬川安五郎に，３，７１８人を雇用する阿仁

銅山と２，９８６人を擁する院内銀山は古河市兵衛に，１，５００人の小真木銀山は杉

本正徳＝東京鉱業会杜に（１８８８年，三菱に移管），また小坂鉱山と十和田銀山は藤

田組というようにである
。

　　これらの巨大鉱山の株主構成は特異な状況を示している。すなわち，荒川 ．

院内 ．阿仁 ・小坂 ・十和田銀山の株主はそれぞれ１人であり ，東京鉱業会杜の

場合も資本金１８万１千余円であるにも拘らず株主は僅かに６名である
。大阪紡

績が１９０人の株主から成り立っているのと比へると，巨大鉱山の株主構成の特

異さがわかるであろう ・ついでたがら，鉱山の株主構成は殆とが１人である
。

三井の神岡鉱山（資本金１５万円，労働者８５１人） ・福島の半田銀山（資本金２５万７千

円・ ３６１人） ．福島の三元舎（資本金１２万３千円，８０人） ・福岡の目尾炭坑（資本金５

万円・１７６人） ．大阪の弘成館＝五代友厚（資本金３５万円，３６１人，経営地福島県）がそ

うであり ・秋田の尾去沢鉱山（資本金９万１千円，２１３人）の２８人と福井の鉱業杜

（資本金１０万円・１７５人）の３９人とがやや違った構成を取っている 。

　ところで・１・ＯＯＯ名以上を雇用する巨大工場 ・鉱山のなかで，食品工場の大

阪の原田蕎麦は労働者２，０２２人を雇用しているとはいえ，個人企業の形態（役

員３）をとっているぱかりでたく ・全くの人力によるマニュファクチ ュァエ場
であり ・営業支出１万２千円余 ・収入１万２千円余とな っている。また，滋賀

県の湖東組（煉瓦製造・労働者１，０５０人）も個人経営（役員数不明）であり ，しかも

営業支出が４千円余 ・収入が３千６百円余という状態である。この収支額は ，

滋賀県下の労働者６１人の石灰製造場のそれよりも少なく ，また同県下の２６名を

もつ蚕糸舎とほぽ同額である。この収支状況からみると，この二つの経営は労

働者数の多さにもかかわらず，巨大企業としての実態を必ずしもそたえてはい

なかったと考えざるをえない・このようなことからみれぽ，この二つの経営は

除外したほうが適切かと思われる
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３６）
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二つの経営を除げぱ，他の１０杜は次第に巨大企業しての実体をそなえつつあ

るとみてよい。もっとも鉱山業と製糸業ではともに水車の比重カ塙く ・技術的

にみれば決して機械制大工業であるとはいえたい。この時点で機械制大工業と

いいうるのは，ようやく蒸気機関３台＝５００馬力をもつ大阪紡績だげである 。

だから，他の９杜ぱマニュフアクチ ュア経営の域を脱してはいたかったといわ

たげれぱならない。また，労働力構成の面でも，大阪紡績が職工１
，０７０人 ・展

人８人であ ったのに対して，荒川鉱山は職工４
，６５３人 ・雇人１１・２７２人・阿仁は

２， ３４２人と１，３７６人，院内は２，０８９人と８９７人というように・鉱山業では職工に対

して雇人が多いという特徴がみられる。この鉱山労働の半封建的性格について

は， すでに多くの研究によって明らかされているところである・もっとも・当

時の労働老が前近代的た労働条件の下におかれていたのは鉱山ぽかりでなく ，

紡績でも製糸でも共通するものであ ったことはいうまでもない 。

　原田蕎麦工場と湖東組を除くと，巨大企業の役員は５２６人 ・労働者は３０１８６４

人とた っている。これらの巨大企業のそれぞれの部門での労働者の占有率は ，

製糸業では１３．２％にしか過ぎないが，紡績業では３４
．２％，鉱山業では６４．５刎こ

も及んでいることがわかる 。

　ｂ）大規模工場　１， ＯＯ　Ｏ人未満～１００人以上の工場は・工場数で１６４・役員数

で１，６１７人，労働者数で４０，８９９人にも及んでいる 。１，ＯＯＯ人以上の巨大企業の

労働者まで加えると，労働者数（原田蕎麦 ・湖東杜も含む）は７４
・８３５人とたり

・

８６年度の労働者総数の約７４．７刎こ上っていることになる・この労働者の大企業

への集中は，紡績業（７６．４％）と鉱山業（９５．１％）において特に著しか った。こ

のことは，しばしぱ述べてきたように，この二つの企業が国家の保護をうげた

政商や豪商 ・地主によって創業されたことと深い関係を持っていたからにほか

たらなし ・。

　工業都門別にみれぼ，繊維工業カミエ場数で６６ ・役員数で５３１人 ・労働老数で

１５，４１０人であり ，鉱山がそれぞれ３１ ・５２０人 ・１０，１８７人とな っており ・この二つ

の部門で工場数 ・役員数 ・労働者数の半数以上を占めている。しかし数的には

少ないとはいえ，機器 ・造船，製紙，窯業（とくに硝子）１印刷業の興隆を軽視

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３７）
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してはならたい・機器 ・造船部門では長崎造船所（資本金１０万７千円，労働者６０６
人）・石川島造船所（資本金１０万円，労働者１９１人）と東京器械製造所（資本金１０万

円・ 労働者３６０人）などが含まれている。また，製紙業では江戸川製紙（資本金２５

万円・労働者１２３人）・有垣杜（資本金１０万７千円，労働者１０７人）などが，窯業では
大阪硝子（資本金１０万円・労働者２８７人）が，また印刷業では博文杜（資本金，１０万
円・ 労働者２４７人）・秀英杜（資本金不明，労働者１４８人），国文杜（資本金不明，労働
者１７０人）・東京目報杜（資本金１０万円，労働者１６９人），朝野新聞（資本金１０万円，労

働者１２１人）・大阪活版（資本金５万５千円，労働者１６９人），朝目新聞（資本金２３万４

千円・労働者１０３人）などが著名なものである。これらの諸企業は，表２４からも

知られるように・その殆どが８６年にな って１００人以上の大規模；〔場に発展した

か， 新しく登場したものである
。

　ところで，繊維工業のなかでは製糸業が圧倒的な数を占めているが，紡績 ・

織物業でもそれぞれ大観模工場が台頭している。しかし，この繊維部門での特

徴は，紡績業ではその総てが資本金５万円以上の株式会杜形態を取っているの

に対して・製糸業や織物業では近江麻糸紡織会杜（資本金２０万円，労働者１３１，蒸

気機関１台＝５０馬力）以外は資本金額は零細である。年問の支出金額も，例えほ

二重紡績（労働者１１７人）の場合には６万６千円余であるのに対して
，製糸の場

合には労働者数１００人で２万円前後，織物でもほぽ同様であ った。それぱかり

でなく ，製糸業においては蒸気機関や水車をもつ工場は４２工場のうち２９工場で

あり ，それも殆どが水車であ った。また，織物工場１５のうち僅かに３杜だげが

力織機をもつに過ぎず，他は総て手機工場であ った。このようた技術水準や資

本金額ないし運転資本からみれぱ，労働者数が等しいとい っても紡績と製糸 ・

織物とはかなりその内容が違っている。したがって本来ならぱ，紡績と製糸 ・

織物とでは違った区分が必要であると考えられるが，ここではそこまでは立ち

入らないことにした 。

　１００人以上の大企業のなかできわだ っているのは，５００人以上の会杜数および

労働者数の激増である。ここでは，製糸 ・織物と鉱山業が著しく増え，全くの

新揚企業という特徴をそなえている。ただ，製糸業ではさきにもいったように
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操業目数は少なく ，したがって運転資本も労働者数に比べてきわめて少額でし

かたい。例えば静岡県の松崎製糸所は７５５人の労働老を雇用しているにもかか

わらず，その営業支出金額は僅かに５，１００円にしか過ぎない。もっとも長野県

の開明杜の場合には，蒸気機関２３台と水車８台という高度な技術水準をそなえ

ており ，それだげに運転資金も４０万円という巨額に上っているが，他はほとん

ど見るべき金額ではたい。また，織物業の場合も，さきに挙げた近江織物はや

や近代化しているとはいえ，福岡県の精成杜（労働者５４５人）では人力に頼って

おり ，運転資金も僅かに８千余円にしか過ぎたい。だから，製糸 ・織物の場合

には，５００人以上とい っても，その実態にはかたりの限定をつげおけれぱたら

な：いことになる 。

　また，マヅ チエ場も著しく増加している。ただ，ここでも注意しておかなげ

れぱたらたいのは，東京の新燧杜（資本金１０万円，蒸気機関３台 ＝３８馬力・労働者

４５２人）以外は，すべて人力にもとづいていることである。技術的には全く低位

ではあるが，その営業支出はかなり多くな っており ，一人当たりの平均額に換

算すると約１８０円とな っており ，製糸業の約１５０円より多くなっている・窯業

の場合も一人当たり１３０円前後とな っている。したが って，技術的には人力に

よる低生産力のプニュファクチ ュァ経営であるとしても，これらの企業もかな

りの運転資金を必要としていたことが知られる 。

　１００人以上の工場での新しい企業として見落としてならないのは，製紙業と

皮革業である。製紙業も皮革業も規模は決して大きくはたく ，また技術的にも

製紙業では有垣杜（資本金１０万６千円，労働者１０７人）蒸気機関２台 ＝５０馬力以外

は人力であり ，皮革業も最大の桜組（資本金８万６千円，労働者１０８人）ですら全

くの人力によるものであ った。この製紙業は印刷業の発展を背景としているぱ

かりでなく官需と密接な関連をもち，また皮革とくに製靴は軍需と結びつきな

がら発展したものである 。

　ｃ）中揚模企業　ここで中規模企業というのは，労働者１００人未満５０人以上

の工場を指している 。

　この中規模工場は，どの部門をとっ てみても著しく多くなっていることがわ
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かる。全体数でみると，工場数は８４年の４８から１６１に増え，役員数も３４７人か

ら５９９人へ， また労働者数は３，１７１人から１１，８１８人へと急増している。なかで

も繊維工業，造船，製紙，印刷，鉱山業の興隆が目立っている。そこで，これ

らの部門について少し検討を加えてみることにしよう
。

　繊緯産業でとくにきわだ っているのは，いうまでもなく製糸業と紡績業とで

ある
。

　製糸業は，８４年の１９工場が８４工場に増加している。もっともこの増加数は ，

さきにもい ったが，８４年度の資料の不備から過度な増加数といえるかも知れな

い。 しかし，８４年度と８６年度の岐阜県での状況を対比してみると，３工場から

１３工場へというように１０工場も増加している。この事例からみても ，８４年の１９

から８４への増加は多くの純増によるものと見ることができるであろう 。この８４

工場のなかで４９工場は水車を使用しているが，その台数は６３台であり ，それも

山梨 ・岐阜 ・長野の諸県だげである。このうち複数の台数をもつ工場は７つで

しかない。したが って，中規模の製糸業の生産力は低く ，それだげに労働多投

的であつた。そのために一人当たりの支出金額は１７０円～２００円を要しており ，

１００人以上の製糸業での一人当たりの支出金額１５０円を上回るという現象を呈し

ている。ともあれ，製糸業は，８６年にはほぽ松方デフレからの深刻な不況から

脱出し，役員３０１人 ・労働者５，９０３人という中規模経営の中では最も多い数値を

占めるにいたった。これらの経営の殆とは，結局は，地方銀行や在方荷主ある

いは横浜の輸出商人によって間屋制的支配を受げていたと思われるが，ともか

く下からの製糸業の新しい担い手として登場したということができるであろう
。

　紡績業の場合には，３工場が１０工場に急増しているが，桑原（労働者８３人） ，

川崎（８６人），豊井（５１人），的場（６５人，以上大阪），長崎（９１人），愛知（８８人） ，

島田（５１人，静岡），下村（６３人，岡山），市川（５０人，山梨），宮城（６０人）である
。

このうち資本金５万円以上のものは，表２４で示しておいたように，長崎 ・愛知

・豊井 ・桑原 ・下村 ・宮城の６工場である。したが って，他の紡績業の資本金

額は５万円以下であ ったことになる。事実，川崎は２万５千円，的場は３千５

百円，市川は３万円とい った具合である（絹川太一著ｒ本邦綿糸紡績史」第二，三

　　　　　　　　　　　　　　　　（２４０）
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巻， 参照）。 桑原 ・的場 ・市川 ・愛知の各工場は水車に依存しているが，他はす

べて蒸気機関か若しくは蒸気機関と水車を併用している。中規模紡績業の資本

金および設備は大規模工場と比べると比較にたらたいほど弱小なものであ った

が， 逆に一人当りの経営支出金額は大窺模工場のそれよりもはるかに多額に上

っている。例えぼ，大阪紡績のそれは２６４円 ・堂島紡績ぱ２４５円であるのに対し

て， 桑原紡４４０円 ・川崎紡３３１円 ・豊井紡６７７円 ・島田紡５００円 ・市川紡４８７円と

いうようにである。同規模の製糸業と比較した場合には問題にならないはどの

高額である。資本金と設備が大揚模工場には著しく劣るとはいえ，中規模紡績

も製糸や織物とは比較にならない固定資本と運転資本を必要とした。これらの

中規模紡績資本の担い手が在地の地主や豪商であるが，紡績資本の特徴は巨大

企業も中規模企業も共に官営工場の払い下げ（愛知紡 ・広島紡）か，政府が紡績

業を発展させるためにイギリスから購入した二千錘紡機１０基の１基を無利子１０

ケ年払いで払い下げを受けることによっ て成立（玉島＜難波二郎三郎＞ ・下村＜大

坊二郎＞ ・三重＜伊藤伝七＞ ・市川＜栗原信近＞ ・豊井＜前川徳＞ ・長崎＜山口孫四

郎＞ ・島田＜鈴木久一郎＞ ・下野＜野沢泰二郎＞ ・佐賀物産会杜 ・遠州紡績会杜）した

か， あるいは輸入紡機の代金を政府に立替えられる（桑原 ・宮城 ・名古屋）こと

によって創業された。その意味では，紡績業は製糸業とは違って政府との結び

つきが極めて強かったというべきであろう 。

　諸工業のなかで，製糸に次いで際立っているのは鉱山業である 。その１８鉱山

のほとんどが新規のものであり ，いずれも地元の地主 ・豪商によっ て創業され

たものである。これらの鉱山の資本金額は福島県の三元舎（労働老８０人）の３万

５千円が最高であり ，他は極めて少額である。しかも，それらの鉱山の営業支

出金も三元舎の約３万５千円が最高であり ，他の鉱山は例えぱ秋田県の川口鉱

山（労働者８１人）で年問２，９１０円，福岡県の相田村次坑（６３人）の８，５６１円，ま

た同県下の潤野村炭坑（６０人）も３，０２８円というように驚くべきほどの低さで

ある。このことは，この規模の鉱山の殆どが手掘りに依存するという技術の低

さと，麻生炭坑（労働者１９２人）を事例に取れぼ一人当りの年問賃金が平均５２円

であり ，稼働目数を３００目と仮定すると目賃金が僅かに１７銭（当時の目雇人足が
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平均１６銭，石工２５銭）という低賃金によるものと考えられる
。

　ｄ）小観模 ・零細工場　小観模 ・零細工場というのは５０人未満の労働者を雇

用するものを指している。ここでは，全体として工場数は３６４から５８０に増え ，

役員数も６５８人から１，２５８人へ， 労働者数も９，０８８人から１３，２７７人に増加してい

る。

　ただ，製糸業の場合には，３０人以上の工場は急増しているが，零細工場は逆

に急滅するという様相を呈している。このことは，零細工場が「普通糸」から

「優良糸」を求める外国市場の変化に対応しえなかったことを示すものと思わ

れる・この点は，例えば山梨県下の１８８５年度の製糸業全体の役員給料を含めた

人件費４４，１７９円，原料価３２３，３５１円，諸雑費２０，０３２円，合計３８７，５６２円に対

して製品価格は３８０，５３８円であり ，規模が小さくなるにつれて赤字が大きくた

っているという状況が現れていることからも想像することができる（ｒ第二次農

商務統計表』参照，また石井寛治著ｒ日本蚕糸業史分析』参照）。 それは，零細製糸

業者の一部には上昇したものがあるとしても，その大部分が没落したことを意

味している。このことは，すでに見た長野県下伊那郡松尾村の事例からも推測

し得るところである 。

　織物 ・機器 ・窯業 ・製紙 ・印刷 ・鉱業の分野での企業の勃興はめざましい
。

織物工場は１３から４５に，機器は１１から３２に，窯業は２１から４３に，製紙は１から

１１に，印刷は５から４２に，鉱業は２から２５へというように激増している。にも

かかわらず，３０人未満～１０人以上の規模では労働者数はそれほどまでは増加し

てはいない。このことは，製糸業での労働者数の著しい減少によるものである
。

　８４年と８６年とを対比してみると，８４年度ではこの小揚模 ・零細企業の労働者

数８，８３０人は全労働者数２０，２０８人の４１．２劣強に上っていたが，８６年の１３，５６６人

は全労働者の僅かに１３．５劣というようにその比重が著しく低下していることが

分かる 。

　Ｃ）小括　以上，１８８４年と８６年の資本 ・賃労働関係の発展の状況を簡単に概

観してきた。そこで明らかにな ったことは，８６年は８４年に比べて各産業部門と

も著しい発展をとげ，とりわげ１，ＯＯＯ人以上の労働者を雇用する巨大企業が台
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頭し，また１００人以上の大企業が数多く現れているこ 、とである。それらのなか

で特に増加しているのは製糸業であるが，紡績 ・鉱山とい った国家の庇護をう

けた新興工鉱業部門が勃興してきたことに注目すべきである 。まプこ・数は少な

いが機器 ・造船業も新しい民間産業として興隆したことも見落としてはならな

い。 このことから，１００人以上の大企業での役員 ・労働老は８６年には８４年に比

べて，それぞれ７．８倍（２，１６７人），８．６倍（７４，８３４人）となり ，しかもこの大観模

経営の労働者数が８４年には４３劣であ ったのが，８６年には７４．６％を占めるに至 っ

た。 この大規模経営の出現は，松方デフレの終息に伴う企業勃興の開始を意味

するものとみることができるであろう 。しかし，これらの大企業の担い手の殆

どは政商 ・地主 ・豪商層であり ，下からの自生的な発展ではなか った 。

　中規模工場もかなり増加してはいるが，ここでの増加は製糸業と雑工業およ

び鉱山業の発展，とりわけ製糸業の増大にもとづくものである。しかし，機器

・造船，紡績部門の発展も見逃してはならない。この部門の数値は小さいとは

いえ，技術的には蒸気機関の利用度が他の部門に比して高くな っており ，その

意味では企業勃興の一環を担っていたということができる。ただ・忘れてたら

ないことは，機器 ・造船，紡績，鉱山都門は中規模とはいえ，その担い手の多

くは地主 ・豪商であ ったということである 。

　小規模 ・零細企業の大部分を占めているのは製糸業であり ・次いで鉱山 ．印

刷・ 織物業である。鉱山業は小規模とはいえ，その資本の担い手は地元の豪商

と地主層である。また，印刷業の中には内外兵事新聞 ・毎夕杜 ・両文杜 ・絵入

朝野 ・大阪目報などが含まれている。これらの新聞経営者は，地元の有力老で

あっ た。 これに対して，製糸業と織物業の場合にはそのほとんどが中位の階層

であり ，その意味ではこれらの部門は下からの自生的な資本主義の担い手であ

ったということができる。とはいえ，この小規模 ・零細な製糸 ・織物業は１多

くの研究が明らかにしているように，金融や販売市場の面から銀行や商人＝高

利貸資本に次第に従属させられた 。

（２４３）




